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総合振興計画の位置づけ
2
5

主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 魅力を高め活力を生み出すヒト・モノ・カネの好循環化
施策 地域特性をいかした農林業の推進 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

チャレンジ農業支援事業

農林課
農政係

環境保全型農業直接支払事業

農林課
農政係

オールふくしまの酒づくり支援事業

農林課
農政係

風評に打ち勝つ園芸産地競争力強化事業

農林課
農政係

森からの贈り物事業

農林課
林政係

林産業ＰＲ事業

農林課
林業振興係

木育キャラバンｉｎみなみあいづ事業

農林課
林業振興係

木育インストラクター
養成事業

農林課
林業振興係

木の絵本製作事業

農林課
林業振興係

町産丸太搬出促進事業

農林課
林業振興係

主な取組 3 付加価値の高い農林業の推進
①ＧＡＰ取組経営体数 経営体 8 11 11 10 13 18

取組の対象 町内外 ②ＧＡＰ取組経営体数 団体 2 2 2 2 3 4

取組の意図 木材利用の推進 ③広葉樹材供給ステーション取引件数 件 0 0 4 14 10 20

①② 下回った GAP認証の基準が変わったため下回った。GAP認証は農産物の安全・安心の１つの目安になることを引き続き生産者に説明を行っていく。

③ 大きく上回った
令和６年度の取引件数は、計14件となっており、昨年度と比較し10件増加し、目標を大きく上回る達成状況となった。
今後の方向性として、引き続き町内の広葉樹材における販路拡大を図っていくことやブランド化の推進に向けて、広報活動等を進めていく。

枝
番
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主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

1 ○

重点振興作物以外の高収益
作物を新たに導入(増反は除
く)する農業者等

新たな高収益作物の導入、農作物
等の販売促進等により農業所得の
向上を図る

新たな高収益作物栽培に必要な機
械等購入経費及び農産物の６次
化、宣伝、販路拡大等の経費に対し
補助金を交付する

農産物の６次化に必要な機械の導入経費を補助した。（補助件数１件） 1,200 200 1,000

2 ○

環境保全型農業に取り組む
農業者団体、複数の農業者
で構成される法人（農協を除
く）

環境保全に効果の高い営農活動に
対し支援を行い、環境負荷低減を図
る

化学肥料・合成農薬を５割以上低減
する取組と一緒に行う地球温暖化
防止等に効果の高い営農活動に対
し補助金を交付する

環境保全型農業に取り組む農業者団体に対する補助を行った。（補助件数１
件）
有機農業（水稲）：12,000円/10a

121 133 134

3 酒米を生産する組織
県オリジナル酒米の生産拡大を図
る

新たな高性能機械を導入する経費
に対して補助金を交付する

県オリジナル酒米の作付面積を拡大するため、作業効率が改善される機械
導入経費を補助した。（補助件数１件）

0 544 0

4
町内に居住する野菜又は果
樹を生産する農業法人又は
農業者の組織する団体等

市場等からの産地信頼回復や風評
払拭のため

作付実証、施設・設備資材導入、機
械等のリース導入等を支援する

令和７年度新規事業 0 0 700

5 ○ 新生児 木のぬくもりに触れる機会をつくる 木製おもちゃを寄贈する 新生児へ積み木のおもちゃ（ノエ）36個を寄贈した。 440 440 440

6 ○ 町民
林産業に親しむきっかけを創出し木
や森林への関心を高める

林産業の情報を発信する

本町の林業施策や広葉樹材普及促進の取組に関する情報発信、広葉樹材
や林業機械等の展示、木工体験等を通じ、本町の林産業を町民及び本町へ
の来訪者へPRする「南会津林業祭」を「きとね」で開催した。
（来場者数：1,743人）

2,000 2,000 1,800

7 ○ 町民
小さい頃から木に触れることで、木
への関心を高め森林の大切さを学
んでもらう

木育イベントの企画・運営をする
「きとね」の機能の一つである「木育」を推進するため、世界各国の木のおも
ちゃで、ふれ合い、学ぶことのできる「移動型おもちゃ美術館」を開催し、木材
への親しみや木の文化への理解啓発を図った。（２日間来場者：959人）

1,694 1,825 1,675

8 ○ 町民
子どもに森林の大切さを教えること
ができるインストラクターを増やす

南会津町木育インストラクターの養
成を行う

「木育」の目的を理解し、森林や林業、木材環境について、わかりやすく伝え
られる指導者を育成することを目的に「きとね」の機能一つである「木育」を推
進するため、木育インストラクター養成講座を「きとね」で開催した。
資格取得後は「木育キャラバン」や「南会津林業祭」において、スタッフとして
従事した。（参加者：16人）

601 560 578

9 ○
町内の小学校３年生～６年
生

集中して物事に取り組む力、木への
関心を高めるきっかけをつくる

木育環境の場提供する

「きとね」の機能の一つである「木育」を推進するため、町内の小学生が考え
た物語を南会津産材のスギにプリントし、「ふしぎな木」と題して木の絵本を制
作した。制作した木の絵本は、町内の小学校や保育所・幼稚園、きとね、御
蔵入交流館図書館、友好都市等に寄贈した。
（参加者：町内小学生（３年生～６年生）14人）

529 513 592

10 ○ 町内林業事業体
町内の森林の適切な管理経営及び
町産木材に係る地場産業の振興を
図る

丸太の運搬費用を補助する
森林の適切な経営管理及び町産木材に係る地場産業振興を促進するため、
町内の森林から生産された針葉樹丸太の運搬に要する経費に対して補助金
を交付した。（補助件数：２件）

2,600 1,774 0
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対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

木育森林活動事業

農林課
林業振興係

広葉樹材供給ステーション事業

農林課
林業振興係

きとね利活用推進事業

農林課
林業振興係

広葉樹材利活用促進事業

農林課
林業振興係

林業成長産業化
推進事務一般

農林課
林業振興係

町産材利用住宅促進事業

農林課
林業振興係

事務事業合計 20,414 15,567 14,936

11 ○ 町内の小学生
森林環境学習を通して森林の大切
さを学ぶ

皮むき間伐の体験授業を
実施する

令和７年度新規事業 0 0 605

12 ○ 町内林業事業体 町産材の利用推進を図る 広葉樹材の普及を促進する
広葉樹材の流通を図ることを目的として、構築した広葉樹材供給ステーショ
ンの管理・運営に要する経費に対して、補助金を交付した。（広葉樹材：189
㎥）

1,437 1,437 1,437

13 ○ 町民 きとねの利活用を推進する
きとねで実施するワークショップの
費用を補助する

町民及び本町への来訪者の方々に広く木に興味関心を持っていただくことを
目的に「きとね」において、木製玩具の絵付けワークショップや香りのワーク
ショップ、木工体験ワークショップ、森林に関する展示イベントに要する経費
に対し補助金を交付した。（ワークショップ合計13回、参加者 381人)

1,700 1,107 1,200

14 町内林業事業体
採材・造材技術の向上及び新たな
需要開拓を図る

木材推進のため視察研修を実施す
る

素材生産事業者の採材・造材技術の向上及び新たな需要の開拓等を目的
に、採材・造材研修、先進地への需要動向調査、事業者連携研修を実施し、
広葉樹材の利活用促進を図った。

856 674 0

15 町有林
森林の生物多様性や地域社会、労
働者の権利を守りながら適切に生
産された製品を消費者に届ける

FM認証の審査を受け、町有林全体
が適切に管理されていることを証明
する

森林・林業の成長産業化に寄与し、地域振興や資源循環型の社会の実現を
目指すことができた。（町有林面積：9,288.61ha）

646 610 675

16 ○ 町民
町産材の地産地消及び地場産業の
振興促進及び町産材利用を町内外
に広くPRする

町産材を活用した新築・増改築への
費用を補助する

町内において、町産材を一定数量使用して町内工務店等が建築した、木造
住宅等の建て主に補助金を交付した。
（実績：新築３件、増改築２件、薪ストーブ３件）

6,590 3,750 4,100

17

18

19

20


